
旧料亭信濃離れ

貸室として開放
築110年「菊の問」「桐の問」活用を

諏訪市大手

庭園から望む趣深い

菊の間㊧と桐の間㊨

諏
訪
市
大
手
の
有
限
会
社
層
濃
（
小
池
志
保
子
社
長
）
は
、
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
選
定
さ
れ
た
旧
料
亭

信
濃
の
離
れ
「
菊
の
間
」
と
「
桐
の
間
」
を
地
域
の
会
合
や
交
流
、
趣
味
の
場
に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
レ
ン
タ
ル
室

と
し
て
活
用
の
門
戸
を
開
い
た
。
大
正
時
代
初
期
の
建
築
で
約
1
1
0
年
、
多
種
多
様
な
銘
木
、
銘
竹
を
ふ
ん
だ
ん
に
用

い
、
「
竹
芸
の
精
華
」
を
冠
す
る
数
寄
屋
造
り
の
名
建
築
。
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
使
っ
て
も
ら
い
、
匠
の
技
の
粋
を
集
め

た
建
物
を
守
り
続
け
た
い
」
（
同
社
、
小
松
ま
や
さ
ん
）
と
願
い
が
こ
も
る
。
　
　
　
　
　
　
（
日
比
野
真
由
美
）

国
登
録
有
形
文
化
財

数
寄
屋
造
り
の
名
建
築

蚕
糸
産
業
が
盛
ん
な
時
代
に
、

製
糸
家
・
片
倉
阻
出
身
の
小
池
熊

石
衛
門
が
東
京
か
ら
大
工
3
0
人

を
招
い
て
3
年
が
か
り
で
建
築
し

た
。
天
井
、
窓
、
床
の
間
、
床
脇

な
ど
随
所
に
木
、
竹
の
曲
が
り
や

節
を
生
か
し
て
凝
っ
た
意
匠
の
造

作
が
施
し
て
あ
る
。
1
9
7
7
年

の
閉
業
ま
で
皇
族
を
は
じ
め
多
く

の
賓
客
、
得
意
客
を
も
て
な
し
、

諏
訪
の
華
や
か
な
隆
盛
の
頃
を

と
ど
め
る
歴
史
的
価
値
も
高
い
。

料
亭
敷
地
は
一

部
が
ビ
ル
、
駐

車
場
と
な
っ
た

が
、
現
有
の
建

物
は
深
い
愛
着

を
寄
せ
て
建
設

当
時
の
ま
ま
を

守
り
続
け
で
い

る。

「
菊
の
野

は
約
8
畳
、
「
桐

の
芦
は
最
大

約
1
6
畳
。
こ
れ

ま
で
山
野
草
や

陶
芸
な
ど
の
展

示
会
や
茶
会
に

東
し
て
き
た
が
、
小
池
社
長
と
小

森
さ
ん
は
「
建
物
は
使
わ
れ
て
こ

と
さ
ら
に
活
用
の

道
を
模
索
。
昨
年
に
は
水
場
を
簡

易
な
厨
房
に
改
装
し
て
飲
食
が
提

供
で
き
る
許
可
を
取
得
し
、
使
途

－

■

1

－

1

両
省
市
＝
を
師
に
迎
え
て
毎
月
1

。
回
、
教
室
を
開
く
。
香
道
が
学
べ

る
場
は
諏
訪
地
方
で
も
数
少
な
い

と
い
い
、
市
民
に
気
軽
な
体
験
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

昨
年
暮
れ
か
ら
は
市
内
の
ホ
テ

■
ル
が
、
宿
泊
客
の
も
て
な
し
に
利

雨
し
て
い
る
。
信
濃
に
残
さ
れ
て

い
る
記
録
を
基
に
、
皇
族
に
供
し

亮
献
立
を
提
供
す
る
特
別
な
ツ
ア

丁
を
企
画
し
、
外
国
人
宿
泊
客
の

盛
り
込
み
を
狙
う
な
ど
活
用
に
広

が
り
が
出
て
き
た
。

■
、
小
松
さ
ん
は
、
〒
寧
な
造
り
に

居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
え

二
る
と
思
う
。
飲
食
を
楽
し
む
イ
べ

ブ
ト
や
食
事
会
、
地
域
の
会
合
な

ど
気
軽
に
使
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
話
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

ホ
松
さ
ん
（
電
話
0
9
0
・
4
1

8
1
・
7
4
6
4
）
へ
。


